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設備投資の有無

調査項目別DI の推移

その他業種別自由意見

調査概要

調査対象期間：令和5年7月～9月
調査時点：令和5年10月1日

①調査対象期間・調査時点

長浜商工会議所会員企業220社へのFAX方式
・メール方式による調査

②調査方法

220社（内訳は右表通り）
③調査対象企業数

中小企業診断士　川副　郷一郎
④報告者

長浜企業景況調査の見方について

長浜企業景況調査について

①調査結果を示す指数としてDI指数を採用しています。
②調査項目のうち、「業況（自社）」「売上高」「採算（経常利益）」「資金繰り」「従業員」「販売価格」「仕入価格」「業界動向（同業他社）」
「長・短期資金借入難易度」「受注動向（建設業）」「在庫量（製造業）」の DI 指数は前年同期と比較しています。
③「取引の問合せ」と「採算の水準」のDI指数は前年同期比較ではなく調査対象期間の水準を評価した数値です。

DI 指数について

①好景気では「生産力増加」「合理化省力化」投資が増加し、景気の後退期では「設備更新」投資の割合が増える傾向にあります。
設備投資の見方について

①DI指数がプラスであれば好調の企業数が不調の企業数を上回っていることを意味し、プラスの値が大きいほど「好調」の企業割合が多
　く「景気がよい」と判断されます。
②このＤＩ指数を前期、今期、来期とグラフで示すと、その傾向を読み取ることができます。
③業況ＤＩは経営者の景況感を反映しています。主観的な要素もはいりますが、売上高や収益動向で判断される傾向が強いです。
④資金繰りＤＩは概ね景気循環と連動していますが、政策の影響が景気の低迷期で認められています。
⑤小売業は売上高ＤＩ、卸売業は資金繰りＤＩに影響を与えることがあります。
⑥建設業は季節による影響が業況ＤＩに認められています。これは公共工事との連動のためで１～３月期は総じて低調な傾向となります。

DI 指数の見方について

業種ごとの動向
（卸売業・小売業・サービス業・建設業・製造業）
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企業数

調査対象企業数 有効回答企業数

構成比 企業数 構成比
回収率 R.4-6月期は若干改善がみられたが、R7-9月期は「悪影響がある」46％→56％、「少し悪影響がある」46％→39％と再び悪化の傾向が

みられる。悪影響の内容は、「③仕入れ価格の上昇」が最も多く、次いで「①燃料の上昇」、「②光熱費の上昇」の順に多くなった。

（1-2) 悪影響の内容について（複数回答あり、有効回答社数 124 社、回答数 307）

2. 原油等・原材料価格上昇の対策について (複数回答あり、有効回答社数 133 社、回答数 222）

…①燃料の上昇(ガソリン代等）

…②光熱費の上昇(電気・ガス代）

…③仕入れ価格(単価)の上昇

…④輸送費の上昇

…⑤売上の減少
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１．原油等、原材料価格上昇の影響
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「①経費の削減」、「⑤販売価格の転嫁」を対策として実施している企業が多いが、小売業、サービス業では 
 転嫁が困難、一方、製造業は比較的転嫁率が良い状況が窺える。

39% 56%

5%

（2-2）仕入単価上昇分の販売単価への転嫁について (問１にて「⑤販売価格の転嫁」と回答した企業が対象 )

①100％転嫁
②80～99％転嫁
③60～79％転嫁
④40～59％転嫁
⑤20～39％転嫁
⑥1～19％転嫁
合計
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…⑤20～39％転嫁
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…①経費の削減

…②省エネ設備の導入

…③仕入れ先との値下げ交渉

…④仕入れ先の変更

…⑤販売価格への転嫁

…⑥代替品の検討

…⑦事業の縮小

…⑧特になし

…⑨その他※各項目の（）内の割合は、回答者数に占める割合（複数回答のため合計は100%にならない）

※各項目の（）内の割合は、回答者数に占める割合（複数回答のため合計は100%にならない）
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全体の景況感（総括）

業種別業況DI の推移（長期トレンド）

調査項目別 DI 値

▲71.4
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▲47.6

▲4.8

28.6

業況
売上高

採算(経常利益)
資金繰り
従業員

取引の問い合わせ
採算の水準
販売価格
仕入れ価格
業界動向

借入難易度（長期）
借入難易度（短期）
受注動向（建設業）
在庫量（製造業）
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…全体 …卸売業 …小売業 …サービス業 …建設業 …製造業

※R5.10-12のDIは見通し
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業況ＤＩと売上高ＤＩがすべての業種で低下

　全体の業況ＤＩは、前期（2023年４－６月期）の13.8から今期はもちあい（0.0）と４期ぶりに低下しまし
た。売上高ＤＩが6.1と前期比9.9ポイント低下し、採算（経常利益）ＤＩが▲10.0と同4.7ポイント低下したた
めと考えられます。来期（2023年10－12月期）の業況ＤＩは2.3で再び上昇する見通しとなっています。
新型コロナが５類に移行したことで観光消費の増加による駆け込み需要が見られたものの、物価の高騰
や猛暑で盛り上がりを欠きました。一方、半導体不足が解消したものの中国を中心とした海外経済の停滞
は生産面に影響しました。従業員ＤＩは、製造業で不足感が大幅に緩和しましたが、建設業とサービス業
では強まり卸売業と小売業はほぼ横ばいでした。
一方、同時に実施した「設備投資の計画状況」調査によると、設備投資計画が「ある」と答えた企業の割
合はやや増加し25.8％でした。投資内容では、景気回復期に強まる「生産力増加」投資と「合理化・省力
化」投資の合計が全体で55.9％と15.3ポイント増加しました。

　業種別の業況ＤＩでは、低下幅の大きい順に卸売業、小売業、製造業、サービス業、建設業となりました。
売上高ＤＩにおいても全ての業種で低下しました。卸売業では、売上高ＤＩおよび採算の水準ＤＩが２期連
続で低下、採算ＤＩは３期ぶりにマイナスとなり業況は大幅に悪化しました。小売業は、売上高ＤＩは低下
しましたがプラスを維持、採算ＤＩおよび採算の水準ＤＩがともに低下しました。サービス業は、売上高ＤＩ
が低下しましたが採算ＤＩおよび採算の水準ＤＩがともに上昇しました。建設業は、売上高ＤＩは低下しま
したがプラスを維持、採算ＤＩおよび採算の水準ＤＩがともに低下しました。製造業の在庫量ＤＩが大幅に
上昇しコロナ禍以降最も高くなりました。生産調整が必要な局面にあると考えられます。従業員ＤＩは前
期比29.4ポイント上昇、不足感が大幅に緩和されました。
来期の業況ＤＩは、サービス業および小売業は上昇、建設業および製造業は横ばい、卸売業はさらに低下
する見通しです。

価格転嫁は進んでいるが、採算ＤＩは業種でばらつきが見られる

　全体の販売価格ＤＩは前期43.1から今期51.9へ上昇しました。業種別では、卸売業がやや低下しました
が、他の４業種は上昇しました。一方、全体の仕入れ価格ＤＩは、前期74.2から今期71.9へ低下し、来期は
さらに低下する見通しとなりました。業種別では、卸売業、小売業、製造業で低下しましたが、建設業、サ
ービス業では上昇しました。
価格転嫁の推移を「販売価格ＤＩ－仕入れ価格ＤＩ」（乖離幅）で見ると、今期はすべての業種で上昇し価
格転嫁が進みました。仕入れ価格ＤＩが上昇し始めた2021年１－３月期以降の乖離幅は、卸売業がピーク
時のほぼ1/5（今期▲5.6）、同様に小売業1/4（▲11.1）、製造業1/3（▲22.5）、建設業1/2（▲25.0）、サー
ビス業1/2（▲27.8）という進捗です。
　一方、採算ＤＩは卸売業、建設業、小売業が前期比低下するなか製造業とサービス業は上昇しましたが、サ
ービス業のみプラス圏で他の４業種はマイナス圏となりました。
価格転嫁は着実に進んでいますが、採算ＤＩは業種でばらつきが見られ、仕入れ価格や原材料価格の上昇
に加え各種経費の上昇が続く中で、価格転嫁と生産性向上を同時に行う難しい経営努力が窺われます。
　　　　　　　　　　　　                    

「景況感は緩やかな回復トレンドにあるものの、業況ＤＩは４期ぶりに低下」

 （中小企業診断士　川副 郷一郎）
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業種ごとの動向（製造業）
見通し
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業況（好転－悪化）

採算（好転－悪化）

調査項目別DIの推移①

資金繰り（好転－悪化）
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従業員（過剰－不足）

…全体 …卸売業 …小売業 …サービス業 …建設業 …製造業

全体
卸売業
小売業
サービス業
建設業
製造業

R4.7-9 R4.10-12 R5.1-3

▲ 21.6
▲ 10.5
0.0
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R5.4-6 R5.7-9

▲ 29.5
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▲ 7.4
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▲ 13.3

R5.10-12
見通し

・受注増と販売価格上昇で採算が改善。
・価格交渉が寄与して売上増加。

・半導体関係が依然不調。
・最低賃金の引き上げによる人件費の上昇。
・光熱費の高騰。
・欧州の景気低迷、北米の減速等の影響が出てき
  ている。

好転

悪化
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…業況 …売上高 …採算(経常利益) …資金繰り …在庫量

事業者の声

製造業
業況の動き（3ヶ月前比較）
全国 長浜

業況DI
▲10.4→▲ 13.5

業況 DI
0.0→▲13.3

①設備投資の有無
卸売業

あり

なし

小売業 サービス業 建設業 製造業 合計
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6

0

0

10

3

2

26

6

2

6

10

5

34

34

98

15

16

②①で「あり」と答えた場合、計画の実行について
卸売業

計画通り

見直す

景気動向
によって見直す

小売業 サービス業 建設業 製造業 合計

3

3

0

0

1

0

1

0

1

1

2

1

3

2

0

1

7

7

1

0

15

13

4

2

卸売業

合理化省力化

生産力増加

その他

設備更新

小売業 サービス業 建設業 製造業 合計

③①で「あり」と答えた場合、計画の内容について

…あり

74%

26%

…なし

…計画通り

76%

18%

6%

…見直す
…景気動向によって見直す

設備投資の有無

…合理化省力化

38%

12%
44%

6%

…生産力増加 …その他
…設備更新

…全体 …卸売業 …小売業 …サービス業 …建設業 …製造業

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

R5.10-12 見通しR5.7-9R5.4-6R5.1-3R4.10-12R4.7-9
-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

R5.10-12 見通しR5.7-9R5.4-6R5.1-3R4.10-12R4.7-9

…全体 …卸売業 …小売業 …サービス業 …建設業 …製造業

R5.7-9

▲ 10.0
▲ 31.6
▲ 3.8
2.6
▲ 20.0
▲ 12.9

…全体 …卸売業 …小売業 …サービス業 …建設業 …製造業

-40
-35
-30
-25
-20
-15
-10
-5
0
5
10
15
20
25
30
35
40

R5.10-12 見通しR5.7-9R5.4-6R5.1-3R4.10-12R4.7-9

採算の水準（黒字－赤字）　
全体
卸売業
小売業
サービス業
建設業
製造業

11.5
▲ 21.1
0.0
34.2
12.5
12.9

1.4
▲ 36.8
▲ 30.4
28.6
29.4
▲ 2.7

9.2
▲ 38.9
▲ 20.0
36.1
37.5
14.3

17.0
0.0
0.0
35.7
12.5
16.7

12.5
▲ 20.0
▲ 4.0
24.3
27.8
18.2

R4.7-9 R4.10-12 R5.1-3 R5.4-6 R5.10-12

5.3
▲ 31.6
▲ 11.1
28.2
12.5
9.7

R5.7-9 見通し

07 08
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